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7月は
社会を明るくする
運動強化月間だよ

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
佐用町

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

行事予定

助成金情報

7月

8月

第１４回 人間サイズのまちづくり賞
兵庫県では平成11年度から、成熟社会にふさ
わしいまちづくりに貢献している、優れた建築
物や顕著な功績のあった活動団体等を顕彰し
ています。自薦・他薦を問いません。
対象　まちなみ建築部門（建築物、まちなみ）
・景観への配慮、環境との適合、県産木材の
利用、古民家の再生などに優れた建築物
・広告物の統一、無電柱化、地区計画・建築
協定によるデザイン誘導等により形成され
たまちなみや修景されたまちなみ
花と緑のまちづくり部門（まちづくり活動）
・ひょうご花緑創造プランの理念である県
民の参画と協働でつくる花と緑あふれる多
様な県土づくりなどの優れた取り組みを行
っている団体または個人
ユニバーサルデザインのまちづくり部門
（建築物、施設、まちづくり活動）
・誰もが、安心して住まい、自宅から街なかまで
安心・快適に移動し利用できるよう、配慮・工
夫がなされた建築物または施設およびユニバ
ーサルデザインのまちづくりの実現に向け、優
れた取り組みを行っている団体または個人
防災まちづくり部門
（建築物、施設、まちづくり活動）
・災害に対し、耐震性・防火性などの向上に
配慮・工夫がなされた建築物または施設お
よび防災まちづくりの実現に向け、優れた取
り組みを行っている団体または個人
まちづくり活動部門（まちづくり活動）
・景観形成の推進、田園まちづくり、中心市街
地の活性化、既成市街地および団地の再生、
都市と農村の交流、環境への配慮などの優
れた取り組みを行っている団体または個人

締切り　平成24年7月13日（金）消印有効
●申●問兵庫県県土整備部まちづくり局都市政
策課都市政策係　TEL078-341-7711

市民フォーラム
住み慣れた地域でずっと暮らすために
日時　平成24年7月14日（土）
10：00（開場9：30）～16：30

会場　イーグレひめじ あいめっせホール
参加費　500円
内容　陶芸家 岡上多寿子さんによる基調講
演「いっぱいごめんいっぱいありがと」、質問
タイムなど
●申●問西播磨地域での支援や介護を考える会
事務局（ＮＰＯ法人はなのいえ）
TEL079-268-0087

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
損保ジャパン記念財団　
平成24年度社会福祉助成・
自動車購入費助成
障害の有無にかかわらずすべての人が地域の
中で、ともに支えあいながら暮らすことのでき
る社会づくりの一助となるよう自動車購入資
金を助成します。
対象　西日本地区に所在する特定非営利活動
法人、社会福祉法人で法人格を取得してい
る団体、または取得を目指している団体で、
主として障害者の在宅福祉活動を行う団体

助成額　1件100万円まで（総額1,200万円）
締切り　平成24年7月31日（火）必着
●問公益財団法人損保ジャパン記念財団事務局
TEL03-3349-9570

URL　http://www.sj-foundation.org

一般財団法人 松翁会
平成24年度 社会福祉助成金
社会福祉に関する民間の事業を対象に助成
します。
対象　原則として法人、団体で以下の基準を
満たすこと①社会福祉の向上を目的とした
企画である②明確な企画（目的、内容、資金
使途等）に基づく事業で具体的な計画を持
つこと③推進体制が確立しており、自己資
金の調達の努力をしていること

助成金額　1件上限60万円（総額700万円）
締切り　平成24年7月31日（火）消印有効
●申●問一般財団法人松翁会　事務局社会福祉事
業部助成係　TEL03-3201-3225

URL　http://shouohkai.or.jp/

社会福祉法人 清水基金
「一般助成事業」
対象　障害児・者の福祉の増進を目的として
運営されている社会福祉法人を対象に、利
用者のために必要な建物・車両・機器などの
整備費用

助成金額　1件50万円以上700万円以内（合
計60～70件程度）※申し込み法人が事業
費の30％以上を負担）

締切り　平成24年7月31日（火）必着
●申●問社会福祉法人清水基金
　TEL03-3273-3503
URL　http://www1a.biglobe.ne.jp/s-kikin/
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募　集募　集 第5回 重症児者・病弱児の
明日を考える研究集会
家庭・保育・教育・福祉・医療のさらなる連携
を進めるための研究集会を開催します。
日時　平成24年7月14日（土）
10：00（受付9：30）～16：00

会場　神戸市勤労会館
参加費　一般1,000円、学生500円
内容　三木裕和さんによる講演「重症児のココ
ロ～教育、福祉、医療、家庭を結ぶもの～」など
●申●問重症児者・病弱児の明日を考える研究集
会実行委員会　FAX078-981-2893

URL　http://blogs.yahoo.co.jp/asukenkobe

福祉事業推進部会◆県福祉センター
地域福祉推進部会◆県福祉センター
会計実務担当者研修（老人コース）
◆県中央労働センター
介護支援専門員更新研修Ｂ・再研
修◆県のじぎく会館ほか
第1回福祉の就職総合フェア in 
Hyogo◆神戸国際展示場3号館
医療扶助・介護扶助事務担当者研
修◆社会福祉研修所
会計実務担当者研修（障害コース）
◆県私学会館
相談面接技術研修（初級）Ａコース
◆社会福祉研修所
経営協第222回理事会、7月度例会
◆県福祉センター
相談面接技術研修（中級）Ａコース
◆関西学院大学
県知的障害者施設協会創立50周
年記念式典◆神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル
会計実務担当者研修（保育・措置コ
ース）◆県私学会館
介護支援専門員実務従事者基礎
研修◆県中央労働センターほか
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペ
ーン推進協議会設立総会◆神戸市内
チームマネジメントリーダー研修（Ａ
コース）（全4回）◆社会福祉研修所
第51回社会福祉夏季大学◆神戸
国際会議場
社会福祉法人経営計画策定ゼミ
ナール第1回（全4回）◆県福祉セ
ンター

介護付き有料老人ホーム

お問い合わせ：078-801-7771
担当：下倉

事務所を移転しました（平成24年6月1日～）
兵庫県児童養護連絡協議会・兵庫県乳児院連盟
神戸市中央区坂口通2-1-1県福祉センター内
TEL078-855-5915  FAX078-855-5916

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ全県キャンペーン……P6

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンが始動！
～発起人会が開催される～

みんなでつくるひょうごの福祉……P7

“絆つながる”地域づくりを目指して
～団地の一室を活用した相談窓口の取り組み～
まちとつながる・住民とつながる！ 企業・ＮＰＯの地域づくりリポート…Ｐ8

給湯器リサイクル事業を通じた社会との共生
～“人に笑顔”障害者自立支援プロジェクト～
地域を駆ける！ワーカー物語……P8

地域で暮らす子どもと家族を支えるかけはしになりたい
社会福祉法人神戸婦人同情会
「こども家庭支援センターキャンディ」 石田 佳菜子さん
　　県社協ニュース……P10

　　　　みんなの広場……P11

特集……P2

絆つなげる 明日へつながる①

集合住宅での
見守り・支え合いの今

プラン【1】は家賃毎月払。他プラン
【2】【3】家賃一部前払いもあり。【月額
利 用 料 内 訳】●家 賃 :15,000 円 ～
185,000 円 ( 料金プランと居室により
異なる )●食費 30 日１人分 :63,000 円
●管理費 :80,000 ～ 85,000 円 管理費
の使途 : 共用施設の水光熱費、居室の水
道代、事務費、生活サービス等に係る
人件費※月額利用料金については別途
介護保険自己負担分･医療費･おむつ代・
個別対応費用等が必要

【施設概要】チャームスイート神戸摩耶●類型：介護付有料老人ホーム ( 一般型特定施設入居者生活介護 )●事業主体：㈱チャーム･ケア･コーポレーション●所在地：神戸
市箕岡通 4-5-2●権利形態：土地 / 賃借 ( 契約期間：50 年 )、建物 / 所有者 : ㈱チャーム･ケア･コーポレーション●敷地面積：1555.43 ㎡●建物延床面積：2522.82 ㎡
●構造･規模：鉄筋コンクリート造地下 2 階、地上 3 階建て●確認済証 : 第 ERI1104309 号 ( 平成 23 年 11 月 16 日 ) 居室数：45 室（全室個室）●居室面積 : 介護居室
18.27 ～ 21.53 ㎡、一般居室 20.29 ～ 25.34 ㎡●居住の権利形態：利用権方式●利用料の支払い方式：選択方式●一般型特定施設である有料老人ホームの介護にかか
わる職員体制 :2.5:1 以上●夜間最少時 (20 時～ 22時 ) 職員体制：介護職員 2名（満室時）●入居時の要件：要支援･要介護･自立●広告有効期限：平成 24年 8月末日

※権利形態 /土地 : 賃借、建物 : 自社　※イメージパース※権利形態 /土地 : 賃借、建物 : 自社　※イメージパース

神戸市指定介護保険特定施設（申請予定）

摩耶山の緑を背景に、神戸を一望、閑静な住宅地にあるホームです。

平成24年9月1日
オープン予定！
平成24年9月1日
オープン予定！

●兵庫県福祉センター(最寄:王子公園駅) 
　11日㊌ ・14日㊏ ・21日㊏・28日㊏
●神戸市勤労会館(最寄:三宮駅) 
　３日㊋ ・８日㊐・29日㊐
●六甲道勤労市民センター(最寄:六甲道駅) 
　16日㊊㊗ ・22日㊐

7月 入居相談会 (10時～16時)一般居室（自立～要介護5）料金プラン
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　新聞やテレビでは「孤立死」の報道が後を絶たない。
　阪神・淡路大震災後の仮設住宅での「孤立死」は、大き
な社会問題として取り上げられたが、人とのつながりが
希薄となり、誰にも気づかれずに亡くなる「孤立死」は、
いまや各地で誰にでも起こり得る問題となっている。
　特に、公営住宅やマンションなどの集合住宅は地域と
のつながりも薄いのが現状で、孤立死も増加している。
　今月は、集合住宅での取り組みから、孤立を乗り越
えて安心できる住民同士のつながりづくりのヒントを
探る。
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※（独）都市再生機構が運営管理する賃貸住宅で、単身居住者が誰にも看取られる
　ことなく賃貸住宅内で死亡した件数
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絆つなげる 明日へつながる①
集合住宅での見守り・支え合いの今
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住

形
態
の
変
化
も
背
景
の
一
つ
に
あ
げ
ら

れ
る
。

①
入
居
者
層
の
偏
り

　
高
度
成
長
期
に
造
成
さ
れ
た
団
地
な

ど
の
集
合
住
宅
で
は
一
気
に
高
齢
化
が

進
み
、周
辺
地
域
よ
り
も
極
端
に
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
が
多
い
場
合
が
あ
る
。こ
の

場
合
、居
住
者
が
孤
立
化
し
や
す
い
。

②
地
域
組
織
の
活
動
の
難
し
さ

　
自
治
会
に
加
入
し
な
い
、あ
る
い
は
自

治
会
を
作
ら
な
い
集
合
住
宅
が
増
え
て

い
る
。近
所
付
き
合
い
の
わ
ず
ら
わ
し
さ

か
ら
解
放
さ
れ
、匿
名
性
は
確
保
さ
れ
る

が
、孤
立
し
た
暮
ら
し
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。ま
た
、「
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」化

し
て
い
る
集
合
住
宅
で
は
一
気
に
高
齢

化
が
進
み
、自
治
会
活
動
の
維
持
そ
の
も

の
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
多
い
。

③
住
宅
構
造・立
地
に
よ
る
問
題

　
築
３０
〜
４０
年
の
集
合
住
宅
で
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
い
場
合
が
多
く
、段
差
が

多
い
の
で
高
齢
者
の
外
出
の
意
欲
を
減

少
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

郊
外
の
土
地
の
広
い
場
所
に
造
成
さ
れ

た
大
規
模
公
営
住
宅
な
ど
は
、買
い
物
や

通
院
な
ど
に
不
便
で
、社
会
参
加
が
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
る
県
内
各
地

の
集
合
住
宅
で
は
、住
民
が
工
夫
を
凝
ら

し
、高
齢
に
な
っ
て
も
障
害
を
も
っ
て
も
一

人
暮
ら
し
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
新
し
い
つ
な
が
り
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
る
。次
ペ
ー
ジ
で
は
、４
つ
の
事
例
を
紹

介
す
る
が
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
見

え
る
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
、集
合
住

宅
で
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
し
た
い
。

①
見
守
り
活
動
の

　
日
常
化・仕
組
み
化

　
も
と
も
と
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
で
は

お
互
い
の
関
係
の
中
か
ら
自
然
発
生
的

に
見
守
り
が
行
わ
れ
る
。見
守
り
と
は
、

相
手
を
気
遣
い
、何
か
あ
れ
ば
手
助
け
を

し
合
う〝
お
互
い
さ
ま
〞の
関
係
か
ら
生

ま
れ
る
自
然
な
行
為
で
あ
る
。

　
で
は
、つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
地

域
で
ど
の
よ
う
に
見
守
り
合
う
関
係
が

生
ま
れ
る
の
か
。集
合
住
宅
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、事
例
3
の「
見
守
り
推

進
委
員
」の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

見
守
り
の
目
を
地
域
に
つ
く
る
工
夫
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。こ
の
際
の
カ

ギ
は
、日
常
的
に
声
を
掛
け
合
え
る
関

係
性
を
育
み
、住
民
自
身
が
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

②
問
題
意
識
を
共
有
す
る

　
話
し
合
い
と
学
び
合
い

　
見
守
り
の
必
要
性
や
孤
立
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
状
を
、そ
こ
に
住

む
住
民
自
ら
が
共
有
し
、そ
の
地
域
に
あ

っ
た
方
法
を
編
み
出
す
、そ
の
た
め
の
話

し
合
い
や
学
習
活
動
そ
の
も
の
が
、一
過

性
に
終
わ
ら
な
い
地
域
づ
く
り
の
基
礎
に

な
る
。事
例
１
、2
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

な
お
、事
例
2
で
は
、既
存
の
自
治
会
だ
け

で
な
く
、管
理
組
合
同
士
が
連
携
し
て
、

や
や
広
域
で
課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合

い
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

③
外
か
ら
の
応
援
体
制
づ
く
り

　
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
り
、高
齢
者

も
で
き
る
こ
と
を
担
う
こ
と
が
い
き
い
き

と
し
た
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
。こ
れ
は
事

例
3
か
ら
学
ぶ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
、４
つ
の
事
例
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
、住
宅
内
で
で
き
な
い

こ
と
は
行
政
や
社
協
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、と
き
に
は

大
学
や
学
生
な
ど
の
支
援
を
呼
び
込
み

な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、

課
題
を
乗
り
越
え
る
力
と
な
っ
て
い
る
。

活発な意見が飛び交う住民会議

■図表１ （独）都市再生機構における「孤立死」の発生状況
　　　　〈平成１２年から全体で３倍、６５歳以上で約４倍に増加〉
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孤
立
化
し
や
す
い

集
合
住
宅
の
特
徴

集
合
住
宅
で
の
孤
立
を
防
ご
う
！

事
例
か
ら
見
え
る
こ
と

三
田
市・県
営
武
庫
が
丘
西
高
層
住
宅

〜
復
興
住
宅
の
見
守
り・支
え
合
い
〜

事
例
１

0

100

200

300

400

500

600

700
（人）

■65歳以上
■65歳未満
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299
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186

403

613

187

426

665

193
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を
開
催
し
、情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
住
民
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に

は
、限
ら
れ
た
人
た
ち
に
よ
る
見
守
り

だ
け
で
は
な
く
、そ
ば
に
い
る
近
隣
の
住

民
が
声
を
掛
け
合
い
、支
え
合
う
こ
と

が
必
要
だ
。そ
の
た
め
に
は
、孤
立
を
予

防
す
る
観
点
か
ら
住
民
の
交
流
も
大
切

で
あ
る
。現
在
、住
民
が
主
体
と
な
っ
て

喫
茶
サ
ロ
ン
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど

も
実
施
さ
れ
て
お
り
、住
宅
外
の
住
民

か
ら
も
協
力・参
加
が
あ
る
。参
加
者
等

の
高
齢
化
も
進
む
中
、今
後
も
交
流
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
な
が
ら
、住
民

同
士
の
見
守
り
や
支
え
合
い
の
輪
が
広

が
る
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

　
阪
急
今
津
線
逆
瀬
川
駅
か
ら
六
甲
山

側
に
、８
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
成
る
集

合
住
宅
群
が
あ
る
。そ
こ
で
組
織
さ
れ

て
い
る
白
瀬
川
集
合
住
宅
協
議
会（
以

下
、協
議
会
）は
、主
に
管
理
組
合
で
構

成
さ
れ
、そ
の
中
に
助
け
合
い
の
輪
連

絡
会
議（
以
下
、「
輪
」）が
あ
る
。

　
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る「
輪
」の
事
務

局
会
議
。こ
の
６
月
の
話
題
は
、各
マ
ン

シ
ョ
ン
内
の
高
齢
化
や
孤
立
化
の
現
状

を
踏
ま
え
た
見
守
り・支
え
合
い
活
動

の
進
め
方
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
「
ま
ず
は
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、見
守
り
が
必
要
な
人
数
な
ど
実

態
を
把
握
し
な
い
と
」と
メ
ン
バ
ー
の
一

人
が
発
言
。そ
れ
を
受
け
、「
各
マ
ン
シ
ョ

ン
で
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ロ
ン
な
ど
に
参

加
で
き
れ
ば
、仲
間
も
増
え
、お
互
い
に

意
識
し
て
い
く
こ
と
で
孤
立
も
防
げ
る

の
で
は
」と
い
う
意
見
も
出
て
、事
務
局

で
は
参
加
し
や
す
い
関
係
づ
く
り
の
必

要
性
が
確
認
で
き
た
。　

　
し
か
し
、活
動
す
る
に
も
場
所
や
財
源

な
ど
、課
題
が
沢
山
あ
る
。「
民
生
委
員

と
も
連
携
し
て
、情
報
共
有
の
場
を
設
け

よ
う
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
と
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
、会
議
は
熱
を
帯
び
た
。

世
話
役
の
小
久
保
さ
ん
の「
役
員
だ
け
の

重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
、み
ん
な
で
ぼ
ち

ぼ
ち
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」と
い
う
言
葉

で
こ
の
日
の
会
議
は
終
了
し
た
。

　
協
議
会
は
、「
最
期
ま
で
住
み
続
け
ら

れ
る
街
」を
目
指
し
、い
ざ
と
い
う
と
き

自
分
の
意
思
を
記
す「
緊
急
対
応
ノ
ー

ト
」の
作
成
を
目
的
に
、「
輪
」を
平
成
１９

年
に
組
織
化
し
た
。ノ
ー
ト
の
説
明
会

と
同
時
に
、全
住
民
に
対
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
。そ
こ
か
ら
、介

護
保
険
な
ど
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
狭
間

の
問
題
に
対
応
す
る
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
住
民
同
士
の
助
け
合
い
の
環
境
を

作
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

声
が
上
が
り
、「
輪
」の
会
議
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
。「
８
棟
で
防
災
勉
強

会
や
定
例
会
等
で
交
流
を
」「
活
動
拠
点

を
持
ち
た
い
」な
ど
意
欲
的
な
意
見
も

出
さ
れ
、自
分
の
住
む
地
域
を
良
く
し

た
い
と
い
う
住
民
の
思
い
で
動
き
出
し

て
い
る
。

　
阪
神・淡
路
大
震
災
の
被
災
者
が
入

居
す
る
た
め
整
備
さ
れ
た
災
害
復
興
住

宅
。応
急
仮
設
住
宅
に
比
べ
、居
住
環
境

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
向
上
し
た

一
方
で
、近
隣
の
つ
な
が
り
や
交
流
機

会
が
減
少
、高
齢
者
等
の
孤
立
死
の
対

応
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。入
居

者
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

単
身
世
帯
も
多
く
な
っ
て
い
る
。三
田

市
に
あ
る
県
営
武
庫
が
丘
西
高
層
住
宅

も
そ
の
一
つ
。住
民
が
高
齢
化
す
る
中
、

自
治
会
の
維
持
や
新
た
な
人
材
の
発
掘

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
す
る
中
、

兵
庫
県
で
は
、復
興
住
宅
に
暮
ら
す
高

齢
者
の
見
守
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を

進
め
る
た
め
、「
高
齢
者
自
立
支
援
ひ
ろ

ば
」事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。ひ
ろ
ば

を
運
営
す
る
三
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、常
駐
型
の
見
守
り
・
緊
急
対
応
、

巡
回
に
よ
る
見
守
り
を
行
う
ほ
か
、地

域
住
民
や
地
域
活
動
団
体・専
門
機
関

が
現
状
を
踏
ま
え
た
見
守
り
活
動
が
行

え
る
よ
う
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
団
地
内
サ
ー
ク
ル「
菊
の
会
」が
整
備

す
る
花
々
や
屋
外
図
書
館
。広
々
と
し
た

敷
地
内
で
は
笑
い
声
が
響
く
。そ
の
先
の

集
会
所
で
は「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」が
開
か
れ
、

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、輪
に
な
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
す
る
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
だ
。

　
今
か
ら
５０
年
前
、２
，４
０
０
戸
の
住

宅
公
団
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
西
武
庫
団
地
」。平
成
１７
年
の
建
替

え
で
約
半
分
と
な
り
、昔
か
ら
の
住
民

が
ほ
と
ん
ど
継
続
居
住
し
た
結
果
、現

在
で
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
４
割

と
な
っ
た
。鉄
筋
の
扉
を
閉
じ
れ
ば
生
活

が
見
え
な
い
団
地
で
は
、数
年
前
か
ら
、

孤
立
死
の
問
題
が

現
実
の
も
の
に
。「
高
齢
者
が
進
ん
で
外

に
出
て
も
ら
え
る
工
夫
を
」と
皆
が
考
え

て
で
き
た
の
が「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」だ
。

　
そ
し
て
２
年
前
、民
生
委
員・児
童
委

員
、自
治
会
役
員
、サ
ー
ク
ル
代
表
者
な

ど
が
手
を
挙
げ
、「
見
守
り
推
進
委
員・協

力
員
」と
し
て「
高
齢
者
等
見
守
り
安
心

事
業
※
」を
開
始
。希
望
し
た
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
、週
１
回
程
度
声
を

か
け
る
等
、気
遣
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、

「
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
い
て
心
強

い
」と
安
心
感
が
生
ま
れ
て
い
る
。「
見
守

り
は
必
要
な
い
わ
ぁ
」と
い
う
元
気
な
方

に
は
推
進
委
員
に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

誰
も
が
担
い
手
に
な
り
得
る
雰
囲
気
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。行
政
、社
協
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、近
隣
病
院
な
ど
と
も

意
見
を
交
換
し
、で
き
る
こ
と
か
ら
自
然

体
で
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
見
守
り
安
心
委
員
会
会
長・千
木
良

昌
彦
さ
ん
は
、「
人
間
関
係
が
希
薄
に
な

り
が
ち
な
集
合
住
宅
だ
が
、出
会
っ
た
ら

声
を
か
け
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
後

は
、離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
者
の
ご
家
族
の

思
い
も
聞
い
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　
神
戸
市
垂
水
区
と
明
石
市
を
ま
た
ぐ

地
域
に
、昭
和
30
〜
40
年
代
に
開
発
さ

れ
た
明
舞
団
地
。入
居
か
ら
40
年
以
上

が
経
つ
現
在
、高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、

人
口
減
少
等
に
伴
う
地
域
活
力
の
低
下
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
衰
退
な
ど
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
各
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等

で
は
、防
犯
活
動
な
ど
と
絡
め
な
が
ら

近
隣
の
住
民
同
士
の
声
掛
け
や
助
け
合

い
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、き
め
細
か
な

活
動
が
さ
れ
て
い
る
が
、新
た
な
住
民

層
の
増
加
と
と
も
に
自
治
会
加
入
率
の

低
下
な
ど
も
進
ん
で
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、兵
庫
県
で
は
、

平
成
13
年
か
ら〝
団
地
再
生
〞に
取
り
組

み
は
じ
め
、調
査
活
動
や
住
民
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
と
も
に
実
施
し
て
き
た
。ま
た
、積
極

的
に
若
者
世
代
の
力
を
団
地
に
取
り
込

も
う
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業

の
募
集・実
施
、活
動
拠
点
と
し
て
空
き

店
舗
を
活
用
し
、兵
庫
県
立
大
学
等
と

の
連
携
に
よ
る「
明
舞
ま
ち
な
か
ラ
ボ
」

の
開
設
な
ど
も
実
施
。現
在
、多
様
な
団

体
に
よ
る
サ
ロ
ン
活
動・ミ
ニ
デ
イ
な
ど

の
交
流
活
動
の
場
や
、配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
生
活
支
援
活
動
が
生
ま
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
活
動
は
高
齢
者
等
の
見

守
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
現
在
、各
々
の
主
体
で
熱
心
に
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
の
課
題
と
し

て
各
主
体
の
連
携
の
場
が
模
索
さ
れ
て

い
る
。自
治
会
等
で
の
住
民
活
動
に
よ
る

き
め
細
か
な
見
守
り・声
掛
け
と
ニ
ー
ズ

の
発
見
か
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
も
連
携
し
て

明
舞
団
地
全
体
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、高
齢

化・単
身
化
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
一
方
、

連
携・協
働
を
着
実
に
積
み
上
げ
た
活
動

が
求
め
ら
れ
る
。

地域活動者と住民の交流拠点、「明舞まちづくり広場」
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化
率
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。し
か
し
、

特
に
、公
営
住
宅
や
、昭
和
４０
年
代
以
降

に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
造
成
さ
れ
、「
オ

ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」化
し
て
い
る
集

合
住
宅
で
は
、高
齢
化・孤
立
の
課
題
が

表
面
化
し
、深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
孤
立
死
は
高
齢
者
に
限
ら
な
い
。４０
〜

５０
代
の
中
年
男
性
の
孤
立
死
も
多
い
。ま

た
、家
族
で
住
ん
で
い
て
も
孤
立
死
は
あ

る
。今
年
に
入
っ
て
相
次
い
で
北
海
道
札

幌
市
や
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
、東
京
都
立

川
市
で
親
子
の
孤
立
死
が
見
つ
か
っ
た
。

い
ず
れ
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
た
め
事
業
者
や
民
生
委
員
が
把

―
４
人
に
１
人
が
６５
歳
以
上
、

　
約
２
割
が
単
身
高
齢
世
帯
―

　

右
の
数
字
は
、兵
庫
県
に
あ
る
県
営

住
宅
５
万
４
，０
７
７
戸
の
状
況
で
、県
平

均
値
を
少
し
上
回
る
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

阪
神・淡
路
大
震
災
後
に
造
ら
れ
た
災
害

復
興
公
営
住
宅
の
高
齢
化
率
は
約
５
割
、

単
身
高
齢
世
帯
率
は
４
割
以
上
と
、一
般

県
営
住
宅
の
倍
以
上
に
上
る
。

　
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
と
、「
孤
立

死
の
定
義
づ
け
は
な
い
が
、誰
に
も
看
取

ら
れ
ず
に
亡
く
な
っ
た
の
は
、神
戸
事
務

所（
管
轄
：
神
戸
市・淡
路
市・丹
波・但

馬
）で
、昨
年
度
は
４０
件
を
把
握
し
て
い

る
」と
い
う
。死
後
す
ぐ
に
家
族
や
近
隣

か
ら
連
絡
が
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、死
後

１
週
間
か
ら
１
か
月
間
、誰
に
も
気
づ
か

れ
な
い
場
合
も
あ
る
。全
国
で
も
同
じ
よ

う
な
傾
向
で
、都
市
再
生
機
構
が
管
理
す

る
住
宅
で
誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
亡
く

な
っ
た「
孤
立
死
」の
件
数
は
図
表
１
の
と

お
り
だ
。

　
若
い
世
代
が
入
居
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
も

多
く
、必
ず
し
も
集
合
住
宅
で
の
高
齢

　新聞やテレビでは「孤立死」の報道が後を絶たない。
　阪神・淡路大震災後の仮設住宅での「孤立死」は、大き
な社会問題として取り上げられたが、人とのつながりが
希薄となり、誰にも気づかれずに亡くなる「孤立死」は、
いまや各地で誰にでも起こり得る問題となっている。
　特に、公営住宅やマンションなどの集合住宅は地域と
のつながりも薄いのが現状で、孤立死も増加している。
　今月は、集合住宅での取り組みから、孤立を乗り越
えて安心できる住民同士のつながりづくりのヒントを
探る。
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※（独）都市再生機構が運営管理する賃貸住宅で、単身居住者が誰にも看取られる
　ことなく賃貸住宅内で死亡した件数

目
立
つ
高
齢
化
と

「
孤
立
死
」の
増
加

※
国
の
モ
デ
ル
事
業「
安
心
生
活
創
造
事
業
」の

尼
崎
市
に
お
け
る
呼
称
。

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる 明日へつながる①
集合住宅での見守り・支え合いの今

宝
塚
市・白
瀬
川
両
岸
集
合
住
宅

〜
管
理
組
合
が
連
携
し
て
課
題
解
決
〜

事
例
2

神
戸
市
垂
水
区・明
石
市・明
舞
団
地

〜
住
民・Ｎ
Ｐ
Ｏ・大
学・行
政
な
ど

　
多
様
な
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

事
例
4

尼
崎
市・Ｕ
Ｒ
賃
貸
住
宅

「
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
西
武
庫
団
地
」

〜
見
守
り
推
進
委
員・協
力
員
の

　
存
在
が
地
域
の
安
心
に
〜

事
例
3

握
し
て
い
な
か
っ
た
り
、自
治
会
に
未
加

入
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
り

し
た
た
め
、生
前
の
支
援
に
は
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
。

　
「
孤
立
死
」は
一
つ
の
象
徴
的
な
出
来

事
で
あ
る
が
、私
た
ち
の
身
の
周
り
で
、

家
族
や
友
人
、近
隣
住
民
、会
社
と
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
、必
要
な
時
に
必
要
な
支

援
に
つ
な
が
ら
な
い
人
が
確
実
に
増
え

て
い
る
。こ
れ
は
、高
齢
化
の
進
展
と
ひ

と
り
暮
ら
し
の
増
加
な
ど
い
く
つ
か
の

要
因
が
あ
る
が
、公
営
住
宅・マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
集
合
住
宅
を
中
心
と
し
た
居
住

形
態
の
変
化
も
背
景
の
一
つ
に
あ
げ
ら

れ
る
。

①
入
居
者
層
の
偏
り

　
高
度
成
長
期
に
造
成
さ
れ
た
団
地
な

ど
の
集
合
住
宅
で
は
一
気
に
高
齢
化
が

進
み
、周
辺
地
域
よ
り
も
極
端
に
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
が
多
い
場
合
が
あ
る
。こ
の

場
合
、居
住
者
が
孤
立
化
し
や
す
い
。

②
地
域
組
織
の
活
動
の
難
し
さ

　
自
治
会
に
加
入
し
な
い
、あ
る
い
は
自

治
会
を
作
ら
な
い
集
合
住
宅
が
増
え
て

い
る
。近
所
付
き
合
い
の
わ
ず
ら
わ
し
さ

か
ら
解
放
さ
れ
、匿
名
性
は
確
保
さ
れ
る

が
、孤
立
し
た
暮
ら
し
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。ま
た
、「
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」化

し
て
い
る
集
合
住
宅
で
は
一
気
に
高
齢

化
が
進
み
、自
治
会
活
動
の
維
持
そ
の
も

の
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
多
い
。

③
住
宅
構
造・立
地
に
よ
る
問
題

　
築
３０
〜
４０
年
の
集
合
住
宅
で
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
な
い
場
合
が
多
く
、段
差
が

多
い
の
で
高
齢
者
の
外
出
の
意
欲
を
減

少
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

郊
外
の
土
地
の
広
い
場
所
に
造
成
さ
れ

た
大
規
模
公
営
住
宅
な
ど
は
、買
い
物
や

通
院
な
ど
に
不
便
で
、社
会
参
加
が
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
抱
え
る
県
内
各
地

の
集
合
住
宅
で
は
、住
民
が
工
夫
を
凝
ら

し
、高
齢
に
な
っ
て
も
障
害
を
も
っ
て
も
一

人
暮
ら
し
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
新
し
い
つ
な
が
り
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
る
。次
ペ
ー
ジ
で
は
、４
つ
の
事
例
を
紹

介
す
る
が
、こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
見

え
る
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
、集
合
住

宅
で
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
し
た
い
。

①
見
守
り
活
動
の

　
日
常
化・仕
組
み
化

　
も
と
も
と
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域
で
は

お
互
い
の
関
係
の
中
か
ら
自
然
発
生
的

に
見
守
り
が
行
わ
れ
る
。見
守
り
と
は
、

相
手
を
気
遣
い
、何
か
あ
れ
ば
手
助
け
を

し
合
う〝
お
互
い
さ
ま
〞の
関
係
か
ら
生

ま
れ
る
自
然
な
行
為
で
あ
る
。

　
で
は
、つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
た
地

域
で
ど
の
よ
う
に
見
守
り
合
う
関
係
が

生
ま
れ
る
の
か
。集
合
住
宅
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
が
、事
例
3
の「
見
守
り
推

進
委
員
」の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

見
守
り
の
目
を
地
域
に
つ
く
る
工
夫
が

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。こ
の
際
の
カ

ギ
は
、日
常
的
に
声
を
掛
け
合
え
る
関

係
性
を
育
み
、住
民
自
身
が
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

②
問
題
意
識
を
共
有
す
る

　
話
し
合
い
と
学
び
合
い

　
見
守
り
の
必
要
性
や
孤
立
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
状
を
、そ
こ
に
住

む
住
民
自
ら
が
共
有
し
、そ
の
地
域
に
あ

っ
た
方
法
を
編
み
出
す
、そ
の
た
め
の
話

し
合
い
や
学
習
活
動
そ
の
も
の
が
、一
過

性
に
終
わ
ら
な
い
地
域
づ
く
り
の
基
礎
に

な
る
。事
例
１
、2
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

な
お
、事
例
2
で
は
、既
存
の
自
治
会
だ
け

で
な
く
、管
理
組
合
同
士
が
連
携
し
て
、

や
や
広
域
で
課
題
解
決
に
向
け
た
話
し
合

い
を
進
め
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

③
外
か
ら
の
応
援
体
制
づ
く
り

　
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
り
、高
齢
者

も
で
き
る
こ
と
を
担
う
こ
と
が
い
き
い
き

と
し
た
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
。こ
れ
は
事

例
3
か
ら
学
ぶ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
、４
つ
の
事
例
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
、住
宅
内
で
で
き
な
い

こ
と
は
行
政
や
社
協
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、と
き
に
は

大
学
や
学
生
な
ど
の
支
援
を
呼
び
込
み

な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、

課
題
を
乗
り
越
え
る
力
と
な
っ
て
い
る
。

活発な意見が飛び交う住民会議

■図表１ （独）都市再生機構における「孤立死」の発生状況
　　　　〈平成１２年から全体で３倍、６５歳以上で約４倍に増加〉
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同団地の
「ふれあい喫茶」
と「屋外図書館」

孤
立
化
し
や
す
い

集
合
住
宅
の
特
徴

集
合
住
宅
で
の
孤
立
を
防
ご
う
！

事
例
か
ら
見
え
る
こ
と

三
田
市・県
営
武
庫
が
丘
西
高
層
住
宅

〜
復
興
住
宅
の
見
守
り・支
え
合
い
〜

事
例
１

0

100

200

300

400

500

600

700
（人）

■65歳以上
■65歳未満

平成
12年

平成
13年

平成
14年

平成
15年

平成
16年

平成
17年

平成
18年

平成
19年

平成
20年

平成
21年

112

123

248

113

135

291

135

156

318

128

190

409

159

250

458

159

299

517

186

331

589

186

403

613

187

426

665

193

472

を
開
催
し
、情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
住
民
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に

は
、限
ら
れ
た
人
た
ち
に
よ
る
見
守
り

だ
け
で
は
な
く
、そ
ば
に
い
る
近
隣
の
住

民
が
声
を
掛
け
合
い
、支
え
合
う
こ
と

が
必
要
だ
。そ
の
た
め
に
は
、孤
立
を
予

防
す
る
観
点
か
ら
住
民
の
交
流
も
大
切

で
あ
る
。現
在
、住
民
が
主
体
と
な
っ
て

喫
茶
サ
ロ
ン
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど

も
実
施
さ
れ
て
お
り
、住
宅
外
の
住
民

か
ら
も
協
力・参
加
が
あ
る
。参
加
者
等

の
高
齢
化
も
進
む
中
、今
後
も
交
流
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
な
が
ら
、住
民

同
士
の
見
守
り
や
支
え
合
い
の
輪
が
広

が
る
よ
う
な
工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

　
阪
急
今
津
線
逆
瀬
川
駅
か
ら
六
甲
山

側
に
、８
つ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
成
る
集

合
住
宅
群
が
あ
る
。そ
こ
で
組
織
さ
れ

て
い
る
白
瀬
川
集
合
住
宅
協
議
会（
以

下
、協
議
会
）は
、主
に
管
理
組
合
で
構

成
さ
れ
、そ
の
中
に
助
け
合
い
の
輪
連

絡
会
議（
以
下
、「
輪
」）が
あ
る
。

　
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る「
輪
」の
事
務

局
会
議
。こ
の
６
月
の
話
題
は
、各
マ
ン

シ
ョ
ン
内
の
高
齢
化
や
孤
立
化
の
現
状

を
踏
ま
え
た
見
守
り・支
え
合
い
活
動

の
進
め
方
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　
「
ま
ず
は
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、見
守
り
が
必
要
な
人
数
な
ど
実

態
を
把
握
し
な
い
と
」と
メ
ン
バ
ー
の
一

人
が
発
言
。そ
れ
を
受
け
、「
各
マ
ン
シ
ョ

ン
で
取
り
組
ん
で
い
る
サ
ロ
ン
な
ど
に
参

加
で
き
れ
ば
、仲
間
も
増
え
、お
互
い
に

意
識
し
て
い
く
こ
と
で
孤
立
も
防
げ
る

の
で
は
」と
い
う
意
見
も
出
て
、事
務
局

で
は
参
加
し
や
す
い
関
係
づ
く
り
の
必

要
性
が
確
認
で
き
た
。　

　
し
か
し
、活
動
す
る
に
も
場
所
や
財
源

な
ど
、課
題
が
沢
山
あ
る
。「
民
生
委
員

と
も
連
携
し
て
、情
報
共
有
の
場
を
設
け

よ
う
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
と
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
、会
議
は
熱
を
帯
び
た
。

世
話
役
の
小
久
保
さ
ん
の「
役
員
だ
け
の

重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
、み
ん
な
で
ぼ
ち

ぼ
ち
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」と
い
う
言
葉

で
こ
の
日
の
会
議
は
終
了
し
た
。

　
協
議
会
は
、「
最
期
ま
で
住
み
続
け
ら

れ
る
街
」を
目
指
し
、い
ざ
と
い
う
と
き

自
分
の
意
思
を
記
す「
緊
急
対
応
ノ
ー

ト
」の
作
成
を
目
的
に
、「
輪
」を
平
成
１９

年
に
組
織
化
し
た
。ノ
ー
ト
の
説
明
会

と
同
時
に
、全
住
民
に
対
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
。そ
こ
か
ら
、介

護
保
険
な
ど
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
狭
間

の
問
題
に
対
応
す
る
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
住
民
同
士
の
助
け
合
い
の
環
境
を

作
り
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う

声
が
上
が
り
、「
輪
」の
会
議
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
。「
８
棟
で
防
災
勉
強

会
や
定
例
会
等
で
交
流
を
」「
活
動
拠
点

を
持
ち
た
い
」な
ど
意
欲
的
な
意
見
も

出
さ
れ
、自
分
の
住
む
地
域
を
良
く
し

た
い
と
い
う
住
民
の
思
い
で
動
き
出
し

て
い
る
。

　
阪
神・淡
路
大
震
災
の
被
災
者
が
入

居
す
る
た
め
整
備
さ
れ
た
災
害
復
興
住

宅
。応
急
仮
設
住
宅
に
比
べ
、居
住
環
境

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
向
上
し
た

一
方
で
、近
隣
の
つ
な
が
り
や
交
流
機

会
が
減
少
、高
齢
者
等
の
孤
立
死
の
対

応
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。入
居

者
一
人
ひ
と
り
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

単
身
世
帯
も
多
く
な
っ
て
い
る
。三
田

市
に
あ
る
県
営
武
庫
が
丘
西
高
層
住
宅

も
そ
の
一
つ
。住
民
が
高
齢
化
す
る
中
、

自
治
会
の
維
持
や
新
た
な
人
材
の
発
掘

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
が
存
在
す
る
中
、

兵
庫
県
で
は
、復
興
住
宅
に
暮
ら
す
高

齢
者
の
見
守
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を

進
め
る
た
め
、「
高
齢
者
自
立
支
援
ひ
ろ

ば
」事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。ひ
ろ
ば

を
運
営
す
る
三
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、常
駐
型
の
見
守
り
・
緊
急
対
応
、

巡
回
に
よ
る
見
守
り
を
行
う
ほ
か
、地

域
住
民
や
地
域
活
動
団
体・専
門
機
関

が
現
状
を
踏
ま
え
た
見
守
り
活
動
が
行

え
る
よ
う
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　
団
地
内
サ
ー
ク
ル「
菊
の
会
」が
整
備

す
る
花
々
や
屋
外
図
書
館
。広
々
と
し
た

敷
地
内
で
は
笑
い
声
が
響
く
。そ
の
先
の

集
会
所
で
は「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」が
開
か
れ
、

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、輪
に
な
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
す
る
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
だ
。

　
今
か
ら
５０
年
前
、２
，４
０
０
戸
の
住

宅
公
団
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
パ
ー
ク
タ

ウ
ン
西
武
庫
団
地
」。平
成
１７
年
の
建
替

え
で
約
半
分
と
な
り
、昔
か
ら
の
住
民

が
ほ
と
ん
ど
継
続
居
住
し
た
結
果
、現

在
で
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
４
割

と
な
っ
た
。鉄
筋
の
扉
を
閉
じ
れ
ば
生
活

が
見
え
な
い
団
地
で
は
、数
年
前
か
ら
、

孤
立
死
の
問
題
が

現
実
の
も
の
に
。「
高
齢
者
が
進
ん
で
外

に
出
て
も
ら
え
る
工
夫
を
」と
皆
が
考
え

て
で
き
た
の
が「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」だ
。

　
そ
し
て
２
年
前
、民
生
委
員・児
童
委

員
、自
治
会
役
員
、サ
ー
ク
ル
代
表
者
な

ど
が
手
を
挙
げ
、「
見
守
り
推
進
委
員・協

力
員
」と
し
て「
高
齢
者
等
見
守
り
安
心

事
業
※
」を
開
始
。希
望
し
た
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
、週
１
回
程
度
声
を

か
け
る
等
、気
遣
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、

「
気
に
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
い
て
心
強

い
」と
安
心
感
が
生
ま
れ
て
い
る
。「
見
守

り
は
必
要
な
い
わ
ぁ
」と
い
う
元
気
な
方

に
は
推
進
委
員
に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

誰
も
が
担
い
手
に
な
り
得
る
雰
囲
気
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
。行
政
、社
協
、地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、近
隣
病
院
な
ど
と
も

意
見
を
交
換
し
、で
き
る
こ
と
か
ら
自
然

体
で
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
見
守
り
安
心
委
員
会
会
長・千
木
良

昌
彦
さ
ん
は
、「
人
間
関
係
が
希
薄
に
な

り
が
ち
な
集
合
住
宅
だ
が
、出
会
っ
た
ら

声
を
か
け
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。今
後

は
、離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
者
の
ご
家
族
の

思
い
も
聞
い
て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　
神
戸
市
垂
水
区
と
明
石
市
を
ま
た
ぐ

地
域
に
、昭
和
30
〜
40
年
代
に
開
発
さ

れ
た
明
舞
団
地
。入
居
か
ら
40
年
以
上

が
経
つ
現
在
、高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、

人
口
減
少
等
に
伴
う
地
域
活
力
の
低
下
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
衰
退
な
ど
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

　
各
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等

で
は
、防
犯
活
動
な
ど
と
絡
め
な
が
ら

近
隣
の
住
民
同
士
の
声
掛
け
や
助
け
合

い
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、き
め
細
か
な

活
動
が
さ
れ
て
い
る
が
、新
た
な
住
民

層
の
増
加
と
と
も
に
自
治
会
加
入
率
の

低
下
な
ど
も
進
ん
で
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、兵
庫
県
で
は
、

平
成
13
年
か
ら〝
団
地
再
生
〞に
取
り
組

み
は
じ
め
、調
査
活
動
や
住
民
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
と
も
に
実
施
し
て
き
た
。ま
た
、積
極

的
に
若
者
世
代
の
力
を
団
地
に
取
り
込

も
う
と
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業

の
募
集・実
施
、活
動
拠
点
と
し
て
空
き

店
舗
を
活
用
し
、兵
庫
県
立
大
学
等
と

の
連
携
に
よ
る「
明
舞
ま
ち
な
か
ラ
ボ
」

の
開
設
な
ど
も
実
施
。現
在
、多
様
な
団

体
に
よ
る
サ
ロ
ン
活
動・ミ
ニ
デ
イ
な
ど

の
交
流
活
動
の
場
や
、配
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
生
活
支
援
活
動
が
生
ま
れ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
活
動
は
高
齢
者
等
の
見

守
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
現
在
、各
々
の
主
体
で
熱
心
に
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
の
課
題
と
し

て
各
主
体
の
連
携
の
場
が
模
索
さ
れ
て

い
る
。自
治
会
等
で
の
住
民
活
動
に
よ
る

き
め
細
か
な
見
守
り・声
掛
け
と
ニ
ー
ズ

の
発
見
か
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
も
連
携
し
て

明
舞
団
地
全
体
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、高
齢

化・単
身
化
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
一
方
、

連
携・協
働
を
着
実
に
積
み
上
げ
た
活
動

が
求
め
ら
れ
る
。

地域活動者と住民の交流拠点、「明舞まちづくり広場」
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

特別養護老人ホームふじの里
（社会福祉法人　済生会支部兵庫県済生会）

☎078-987-2230

取材を終えて
　団地の一室に拠点を構えた暮楽部は、住民の相
談窓口であるとともに、気軽に立ち寄れる交流の
場としての機能も果たしており、その“気軽さ”が
住民にとっては好評だそうです。活動から1年が
経過し、医療に関する相談が多いことから、看護
師の健康に関する出前講座を新たに実施予定と
のこと。広がりを見せる暮楽部の活動に今後も注
目です。

“絆つながる”地域づくりを目指して
～団地の一室を活用した相談窓口の取り組み～

恩賜
財団

　
「
住
民
の
力
を
引
き
出
し
、つ
な
ぐ
こ
と

が
我
々
の
仕
事
と
気
づ
い
た
」。開
設
当

初
か
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
る
松
永
り

か
さ
ん
は
、住
民
発
の
活
動
の
大
切
さ
を

そ
う
語
る
。「
見
守
り
サ
ー
ク
ル
は
そ
の
1

つ
の
形
で
、今
で
は
グ
ル
ー
プ
同
士
で
情

報
交
換
を
図
り
、活
動
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、将
来
的
に
は
住

民
同
士
が
暮
楽
部
の
活
動
を
考
え
て
い
け

る
よ
う
に
支
援
し
た
い
」

　
暮
楽
部
の
河
村
淳
子
相
談
員
も
、「
居
場

所
不
明
や
音
信
不
通
等
の
情
報
の
多
く
は

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
、改
め
て
住
民
が
持

つ
情
報
網
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。や
は

り
住
民
や
地
域
と
と
も
に
歩
む
こ
と
が
こ

の
活
動
の
根
幹
と
感
じ
る
」と
自
身
の
活

　

暮
楽
部
は
、団
地
お
よ
び
周
辺
住
民

の「
見
守
り
」「
介
護
」「
医
療
」「
仲
間
づ

く
り
」な
ど
の
相
談
窓
口
と
し
て
、「
す
べ

て
の
人
に
生
き
る
喜
び
と
安
心
を
」と
い

う
理
念
を
掲
げ
る
社
会
福
祉
法
人　
済

生
会
支
部
兵
庫
県
済
生
会
・ふ
じ
の
里

が
中
心
と
な
り
、U
R
都
市
機
構
、市
、

区
社
協
の
協
力
の
も
と
、団
地
の
一
室

に
開
設
さ
れ
た
。ふ
じ
の
里
か
ら
派
遣

さ
れ
た
常
駐
の
相
談
員
2
人
が
、高
齢

者
か
ら
の
相
談
の
ほ
か
、子
育
て
の
悩

み
や
障
害
者
の
生
活
相
談
に
も
対
応
し
、

地
域
の
安
心
を
支
え
る
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　
団
地
の
あ
る
有
野
台
地
区
は
ふ
れ
あ

い
喫
茶
等
の
地
域
活
動
は
活
発
だ
が
、参

加
者
が
固
定
さ
れ
が
ち
だ
と
い
う
。そ
こ

で
暮
楽
部
で
は
、開
設
当
初
か
ら
半
年
で

団
地
73
棟
2
，1
4
0
戸
の
全
戸
訪
問
で

住
民
の
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

住
民
同
士
が
安
否
確
認
し
あ
う「
見
守
り

サ
ー
ク
ル
」の
結
成
を
働
き
か
け
た
。平

成
２３
年
度
末
現
在
で
、５
つ
の
サ
ー
ク
ル

が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

動
を
振
り
返
る
。

　
団
地
は
高
齢
化
率
の
高
さ
に
加
え
て

入
居
者
の
入
れ
替
わ
り
が
非
常
に
速
く
、

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
い
う

課
題
も
あ
る
。ふ
じ
の
里
の
次
原
美
幸
所

長
は「
暮
楽
部
は
住
民
同
士
の
絆
を
育
む

場
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、日

常
の
ち
ょっ
と
し
た
困
り
ご
と
を
相
談
す

る
窓
口
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
い
」

と
今
後
の
抱
負
を
語
る
。住
民
同
士
の
絆

を
基
盤
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、

暮
楽
部
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

地
域
の「
安
心
」と「
交
流
」の

場
を
作
ろ
う

〝
絆
つ
な
が
る
〞

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

活
動
を
通
し
て
気
づ
い
た

「
住
民
の
力
」

みんなでつくる
ひょうごの福祉

団地内での課題を出し合う「見守りサークル」の集まり

　今月は、神戸市北区の有野団地に昨年度オープンし
た高齢者等相談ルーム「なでしこ暮楽部」（以下、「暮楽
部」）を紹介するよ。高齢化率30％を超える団地では、
高齢者の孤立や孤独死等の福祉課題が顕在化してい
て、暮楽部がその対応に一役買っているんだって。

く　 ら　 ぶ

ＴＯＰＩＣＳ

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

　近年、わが国では社会の成熟化に伴い、価値観の多様化
が進み、少子高齢化、核家族化、単身世帯の増加、結婚に対
する若者の意識の変化、過度な個人主義、家族や社会との
コミュニケーションの希薄化、長引く不況を背景とした雇用
形態の変化などの要因が重なり合い、社会から孤立する人
が急速に増え、孤立死などが大きな社会問題として報道さ
れました。この社会状況は“無縁社会”と呼ばれ、私たちに大
きな衝撃を与えました。
　社会保障や社会福祉制度の根底を支えるものは、家族の
絆や地域・職場など多様な人 と々のつながりや助け合いで
あり、これらの“絆”や“つながり”があってこそ、安心・安全な
地域社会を築けるのではないでしょうか。
　今日の“無縁社会”と呼ばれる社会状況を、私たち一人ひ
とりが問い直し、お互いの存在を認め合い、そして人と人が
つながり、支え合える社会の実現に向け、自らできることか
ら絆をつなげ、明日へつながるよう、広く県民の皆様に呼び
かけていきたいと考えております。
　そこで、「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーン推進
協議会を設立し、全県キャンペーンとして展開します。この
趣旨をご理解のうえ、全県キャンペーン推進協議会にご参
画いただき、共にキャンペーンの輪を広げていただけます
よう心からお願い申し上げます。

　平成24年6月吉日

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンが始動！
～発起人会が開催される～

　６月１５日、兵庫県福祉センターにおいて、「ストップ・
ザ・無縁社会」全県キャンペーンの発起人会が開催さ
れた。本会の呼びかけに応じて、福祉関係団体や、地
域団体・経済団体など、１８団体が発起人名簿に名を連
ね、各団体の代表者が参集した。
　主な協議事項は、８月に開催する設立総会において
協議予定の規約案や今後
のスケジュールなど。各発
起人からは、「昨今は各種
団体の会員数も減ってき
ており、大きな課題であ
る」「兵庫県は日本の縮図

なので、キャンペーンでは色々なことが考えられる」な
ど、「無縁社会」と言われる最近の社会状況に対する切
迫感と、全県を挙げて絆・つながりの輪を築いていく
キャンペーンへの期待が語られた。今後、本会では下記
の趣意書を基に、設立総会に向けた準備を進めていく。
全県キャンペーン推進協議会設立総会
 日　時　平成２４年８月１０日（金）１３：００～１６：００
 場　所　神戸市内
 内　容　記念講演（国際日本文化研究センター名誉
　　　　 教授　山折哲雄氏）
※詳細は、兵庫県社協（☎078-242-4633）までお問
　い合わせください。

「ストップ・ザ・無縁社会」
全県キャンペーンの最新情報をお伝えします。

趣 意 書

恩
賜

財
団

兵庫県連合自治会 会長
兵庫県連合婦人会 会長
神戸市婦人団体協議会 会長
兵庫県消費者団体連絡協議会 会長
兵庫県子ども会連合会 理事長
兵庫県社会福祉協議会 会長
兵庫県市町社協活動推進協議会 会長
神戸市社会福祉協議会 理事長
兵庫県民生委員児童委員連合会 会長
神戸市民生委員児童委員協議会 理事長
兵庫県社会福祉施設経営者協議会 会長
兵庫県老人クラブ連合会 会長
兵庫県医師会 会長
生活協同組合コープこうべ 組合長理事
兵庫県商工会議所連合会 会頭
兵庫県商工会連合会 会長
兵庫県経営者協会 会長
日本労働組合総連合会兵庫県連合会 会長

兵庫県知事

岩成　 孝
北野 美智子
玉田 はる代
幡井 政子
小林 勝弘
武田 政義
戸田 幸男
今井 鎮雄
加納 多惠子
田丸 泰邦
婦木　 治
田中 讓治
川島 龍一
本田 英一
大橋 忠晴
木南 岩男
寺崎 正俊
森本 洋平

井戸 敏三

発 起 人

顧　問
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サ
イ
ク
ル
で
人
を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
、福
祉
施
設

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、障
害
者
の
方
々
が
、い
つ
も
笑
顔

で
働
け
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り

組
み
で
あ
る
。

　
平
成
１８
年
に
、元
社
員
が
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
と

し
て
、障
害
者
を
雇
用
す
る
た
め
の
特
例
子
会
社
※

エ
ス
コ
ア
ハ
ー
ツ
を
設
立
。社
員
の
名
刺
印
刷
や
社

内
広
報
物
な
ど
の
発
送
作
業
、ま
た
、使
用
済
み
給
湯

器
の
分
解・分
別
作
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
エ
ス
コ
ア
ハ
ー
ツ
は
、「
離
職
者
が
い
な
い
」と
い
う

こ
と
か
ら
注
目
を
集
め
、地
域
の
福
祉
施
設
か
ら
見

学
に
来
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。そ
の
つ
な
が
り
で
、

兵
庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
小
野
福
祉
工
場
か
ら
給
湯

器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
オ
フ
ァ

ー
が
あ
り
、こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
社
会
と
環
境

に
や
さ
し
い
事
業
と
し
て
広
げ
て
い
く
た
め
に
、分
解

作
業
な
ど
を
行
う
福
祉
事
業
所
、使
用
済
み
給
湯
器

を
提
供
す
る
事
業
者
、そ
し
て
エ
ス
コ
ア
ハ
ー
ツ
の
三

者
が
連
携
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。エ
ス
コ
ア
ハ
ー
ツ
は

福
祉
事
業
所
へ
の
分
解
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
と
納
品・回

収
、販
売
業
者
か
ら
の
使
用
済
み
給
湯
器
の
引
き
取

り
を
担
っ
て
い
る
。

　
「
お
風
呂
は
人
を
幸
せ
に
す
る
」を
創
業
の
原
点

に
、「
お
湯
と
健
康 
愛
と
や
す
ら
ぎ 

豊
か
な
暮
ら
し

を
つ
く
る
ノ
ー
リ
ツ
」の
企
業
理
念
の
も
と
、昨
年
60

周
年
を
迎
え
た
株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ
。「
創
業
60
周
年

を
迎
え
、『
お
湯
を
越
え
て
い
く
ノ
ー
リ
ツ
グ
ル
ー

プ
』と
し
て
新
中
期
計
画（
V
プ
ラ
ン
１６
）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
こ
と
を
契
機
に
、弊
社
が
単
独
で
行
っ
て
い

た
様
々
な
C
S
R
活
動
を
１
つ
に
ま
と
め
、社
外
の

方
々
と
連
携
し
て
展
開
し
て
い
く
活
動
に
す
る
た
め

に
、〝
３
つ
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞を
立
ち
上
げ
ま
し

た
」と
経
営
企
画
室
参
事
の
大
前
優
治
さ
ん
は
話
す
。

　
〝
新
し
い
幸
せ

を
、わ
か
す
こ
と
〞

を
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
、「
人
と
地

球
と
暮
ら
し
の
笑

顔
」を
テ
ー
マ
に
ス

タ
ー
ト
し
た
３
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。そ

の
ひ
と
つ
、〝
人
に

笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〞は
、給
湯
器
リ

インタビューを受ける大前 優治さん

使用済み給湯器の分解・分別作業を行う様子

給
湯
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
通
じ
た
社
会
と
の
共
生

〜〝
人
に
笑
顔
〞障
害
者
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜　

　

現
在
で
は
、販

売
業
者
４７
社
と
小

野
福
祉
工
場
の
ほ

か
、社
会
福
祉
法

人
加
古
川
は
ぐ
る

ま
福
祉
会
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
た
つ
の
Ｇ

Ｈ
Ｏ
、社
会
福
祉
法
人
い
ず
み
野
福
祉
会
と
連
携
し

て
事
業
を
行
い
、就
労
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。福
祉

事
業
所
で
も
、新
た
な
職
務
開
発
が
で
き
た
こ
と
で
、

他
施
設
か
ら
の
見
学
者
が
増
え
、人
か
ら
見
ら
れ
る

こ
と
で
働
い
て
い
る
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が

り
、職
場
が
明
る
く
活
性
化
し
て
い
る
と
い
う
。企
業

と
地
域
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
に
よ
る
取
り
組
み
と

し
て
、今
後
も
注
目
し
た
い
。

まちとつながる・住民とつながる！
企業・ＮＰＯの地域づくりリポート

良
き
企
業
市
民
と
し
て

事
業
を
通
じ
た
社
会
貢
献
に
取
り
組
む

給
湯
器
リ
サ
イ
ク
ル
で「
人
に
笑
顔
」

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ

代
表
取
締
役
社
長
兼
代
表
執
行
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
井 

総
一
郎

昭
和
２６
年
３
月
設
立 

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
江
戸
町
93
番（
栄
光
ビ
ル
） 

http://w
w
w
.noritz.co.jp/

Personal History

親
の「
虐
待
」が
主
な
理
由

で
す
。虐
待
を
し
て
し
ま
っ

た
親
御
さ
ん
は
、相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
と
い
う
方

も
多
く
、子
ど
も
へ
の
愛
情

を
ど
う
伝
え
た
ら
い
い
か

が
分
か
ら
な
い
。し
つ
け
の

つ
も
り
だ
っ
た
の
で
、当
初

は
子
ど
も
の
傷
つ
き
に
気

づ
い
て
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。就
労
支
援
や
、障
害
が
あ
る
場
合
の

福
祉
的
支
援
が
必
要
な
方
も
多
く
、問
題

は
さ
ら
に
複
合
的
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
と
関
わ
り
、地
域
で

家
族
が
暮
ら
す
際
の
支
援
の
重
要
性
を

実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、ま
さ
に

地
域
で
暮
ら
す
家
族
の
支
援
機
関
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、虐
待
や
養
育
困
難
に
直

面
し
て
い
る
家
族
に
面
接
の
中
で
子
ど
も

の
行
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
し
つ
け
の
仕

方
等
を
教
え
る
ほ
か
、福
祉
関
係
機
関
、学

校
、民
生
委
員
児
童

委
員
等
と
の
ケ
ー
ス

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

支
援
者
の
連
携
は

家
族
支
援
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
。民
生
委

員
さ
ん
は
、子
育
て

家
庭
を
最
も
身
近

で
見
守
っ
て
く
だ
さ

る
心
強
い
存
在
で
す
。

　
家
族・子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境
が
変
わ

り
、地
域
で
の
子
育
て
支
援
の
仕
組
み
が

不
可
欠
で
す
。「
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

や
親
支
援
の「
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ・パ
ー
フ
ェ

ク
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
通
じ
、地
域
で
暮
ら

す
親
子
同
士
の
交
流・組
織
化
も
応
援
し

て
い
ま
す
。

　
支
援
を
し
て
い
る
子
ど
も
や
家
族
が

自
ら
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、主
体
的

に
生
活
課
題
の
解
決
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
え
に
な
り
た
い
。そ
の
た

め
に
も
、地
域
で
愛
さ
れ
る
、か
け
は
し
の

よ
う
な
相
談
員
に
な
り
た
い
で
す
。

　
子
ど
も
や
家
族一人
ひ
と
り
の
力
を
信

じ
支
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、地
域
住
民
や

専
門
職
の
力
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て

さ
ら
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
石
田

さ
ん
。多
く
の
人
が
石
田
さ
ん
を
通
じ
て

つ
な
が
り
、新
た
な
力
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　　

高
校
生
の
と
き
に
愛
読
し
て
い
た
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
の
職
業
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

に
、児
童
養
護
施
設
の
職
員
が
掲
載
さ
れ
、

「
カ
ッ
コ
い
い
」と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す（
笑
）。「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、自

分
の
力
が
役
立
て
ら
れ
れ
ば
」と
、保
育

士
の
勉
強
を
し
て
児
童
養
護
施
設「
子
供

の
家
」に
就
職
し
ま
し
た
。

　
方
法
は
違
っ
て
も
、み
ん
な
同
じ
思
い
で

関
わ
っ
た
つ
も
り
な
の
で
、選
べ
な
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
施
設
入
所
の
背
景
に
は

実
に
多
様
な
社
会
問
題
が
あ
り
ま
す
。か

つ
て
は
、親
の
行
方
不
明
、離
婚
、入
院
な

ど
、経
済
的
な
事
情
も
含
め
て
親
が
子
ど

も
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ

と
が
主
な
理
由
で
し
た
が
、児
童
福
祉
法

の
大
改
正
が
あ
っ
た
1
9
9
7
年
以
降
は

地
域
で
暮
ら
す
子
ど
も
と
家
族
を
支
え
る

か
け
は
し
に
な
り
た
い

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

20歳

34歳

地域を駆
ける！

ワーカー物語

社会福祉法人神戸婦人同情会
「こども家庭支援センターキャンディ」

石田 佳菜子さん
いし   だ　   か    な    こ

※
特
例
子
会
社
…
事
業
主
が
障
害
者
の
雇
用
に
特
別
配
慮
し
た
子
会
社
を
設

立
し
、一定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、特
例
と
し
て
そ
の
子
会
社
に
雇
用
さ
れ

て
い
る
労
働
者
を
親
会
社
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
障
害
者
実

雇
用
率
を
算
定
で
き
る
制
度

社会福祉法人神戸婦人同情会に児童養
護施設職員として就職

入所児童の支援に取り組む
～入退所児童と関わる中で、地域で
家族を支援する重要性を痛感する～

同法人が開設した児童家庭支援センター
の相談員を担当

“キャンディ”が実施
する「赤ちゃんあそ

び教室」の様子
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お問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

認知症があっても安心して暮らせる社会を 認知症の人と家族の会兵庫県支部

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

認知症の人と家族の会兵庫県支部
〒651-1102　神戸市北区山田町下谷上字中一里山14-1しあわせの村内　☎&FAX 078-741-7707連絡先

　当会は、会員同志が励ましあい、助け合って「認知症があっても安心して暮らせる社会」を目指しています。活動は、「毎月発行の
会報」「つどい」「電話相談」の3本の柱を中心に、体験談の講師、行政への要望、アルツハイマーデーなどの啓発活動を行っています。
　平成24年度は、認知症の人と家族への支援をすすめる「第28回全国研究集会」を下記の通り開催します。一人でも多くの方々に
“認知症の理解”を深める研究集会です。ご参加をお待ちしています。

　また、正しい認知症への理解を呼びかける「世
界アルツハイマーデー記念講演会」を今年も行
いますので、ぜひご参加ください。

第
51
回
社
会
福
祉
夏
季
大
学
の
開
催

〜
絆
つ
な
げ
る・明
日
へつ
な
が
る
〜

平
成
２３
年
度
県
社
協
の
事
業・決
算
報
告

　
「
果
た
し
て〝
無
縁
社
会
〞の
ま
ま
で

よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
」

　
孤
立
死
や
生
活
保
護
の
あ
り
方
な
ど

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ

る
中
、政
府
で
は
孤
立
死
の
防
止
対
策

や
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
向
け
た「
生

活
支
援
戦
略
」を
取
り
ま
と
め
る
な
ど

の
新
た
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、昨
今
の「
無
縁
社
会
」と
呼
ば

れ
る
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、行

政
施
策
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
い
に
向
き
合

い
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
あ
り
方
を

考
え
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、本
紙
で

も
繰
り
返
し
お
伝
え
し
て
い
る
と
お
り
、

本
会
で
は
平
成
24
年
度
よ
り「
ス
ト
ッ

プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
提
唱
し
、県
内
の
多
く
の
方
々
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
第
51
回
夏
季
大
学
は
、同
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
新
た
な

支
え
合
い
社
会
を
実
現
し
て
い
く
た
め

の
方
策
を
、参
加
者
と
と
も
に
考
え
る

機
会
と
す
る
。

寄
付
に
つ
い
て（
お
礼
）

　
６
月
６
日
、県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、株

式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
兵
庫
か
ら

の
車
椅
子
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
た
。本
取

り
組
み
は
今
回
で
６
回
目
と
な
り
、企
業
の

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

当
日
は
、同
社
の
瀧
川
社
長
が
、寄
贈
先
で

あ
る
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
、県
身
体
障

害
者
支
援
施
設
協
議
会
、県
知
的
障
害
者

施
設
協
会
へ
目
録
を
贈
呈
。続
い
て
各
代

表
者
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、本
会
の
武

田
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

第51回 社会福祉夏季大学
■日時　平成24年8月23日（木）13：00～16：35
■会場　神戸国際会議場 メインホール
■参加対象　地域福祉に関心のある人

（定員600人）
■聴講料　一人3，000円

　
５
月
２８
日
、本
会
理
事
会・評
議
員
会

に
て
平
成
２３
年
度
の
県
社
協
事
業
報
告

と
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。「２
０
１
５
年
計

画
」に
基
づ
く
平
成
２３
年
度
の
特
徴
的
な

取
り
組
み
と
収
支
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
市
町
社
協
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
策

定
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、東
日
本
大

震
災
に
係
る
救
援・支
援
活
動
の
た
め
、

緊
急
的
に
県
内
社
協
事
務
局
長
会
議
や

地
域
組
織
担
当
者
会
議
等
の
回
数
を
増

や
し
、支
援
方
策
の
協
議
等
を
行
っ
た
。

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の
活
用
に
よ
り
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
活
動
の
情
報
発
信
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、東
日
本
大
震
災
や
台
風
災

害
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
の
運
行
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
設
置・運
営
等
を
行
っ
た
。

　
「
ひ
ょ
う
ご
福
祉・介
護
の
仕
事
魅
力

発
見
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
１
」を
展
開

し
、福
祉
に
関
す
る
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成

す
る
と
と
も
に
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
担
当
者
の
た
め

の
新
任
職
員
育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
中
）等
を
発
行
し
た
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
専

門
員
を
新
た
に
６
市
に
配
置
す
る
と
と

も
に
、「
市
民
後
見
人
養
成
研
修
」を
実
施

し
、市
町
域
で
の
権
利
擁
護
の
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
た
。ま
た
、生
活
福
祉
資
金

は
３
，０
２
７
件
の
貸
付
を
行
っ
た
。

市
町
域
で
の
地
域
福
祉
の

推
進
力
を
高
め
る
支
援

多
様
な
主
体
が
つ
な
が
り
、

資
源
が
循
環
す
る

仕
組
み
づ
く
り

〝
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
〞

の
充
実・強
化

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実・開
発

※
事
業・決
算
報
告
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

U
R
Lhttp://w

w
w
.hyogo-w

el.or.jp/

一般会計・公益事業特別会計・収益事業特別会計
資金収支計算書 （単位：千円）

区 分

経常活動に
よる収支

施設整備等に
よる収支

経常活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

収 入
支 出

収 入
支 出

財務活動に
よる収支
財務活動資金収支差額

収 入
支 出

当期資金収支差額合計

660,429
599,844
60,585

0
272

△272
299,484
356,577
△57,093

3,219

16,473
16,473

0
0
0
0
0
0
0
0

収 支 一般会計 収益事業
特別会計

738,831
915,229

△176,398
0

14,446
△14,446

4,424,026
4,214,452
209,573
18,728

公益事業特別会計

その他の特別会計資金収支計算書 （単位：千円）

区 分

経常活動に
よる収支

施設整備等に
よる収支

経常活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

収 入
支 出

収 入
支 出

財務活動に
よる収支
財務活動資金収支差額

収 入
支 出

当期資金収支差額合計

474,919
1,578,487

△1,103,568
0
0
0

6,549,174
2,169,022
4,380,152
3,276,583

212
0

212
0
0
0
0

180
△180

31

収 支 生活福祉資金
特別会計

生活復旧
資金特別会計

3,280
44,739

△41,458
0
0
0

116,235
0

116,235
74,776

要保護世帯向け
不動産担保型
生活資金特別会計

291,079
287,459

3,619
0

3,619
△3,619

0
0
0
0

生活福祉資金
貸付事務費
特別会計

82,330
110,958
△28,628

0
452

△452
0
0
0

△29,081

臨時特例つなぎ
資金貸付事業
特別会計

31,136
0

31,136
0
0
0
0

52,690
△52,690
△21,554

生活福祉資金
（災害）特別会計

日　時　平成24年10月28日（日）　9：30～16：00
場　所　神戸文化ホール　大ホール
基調講演　「精神科医療のなかの認知症医療・介護」
　　　　　精神科医 前田 潔氏（神戸大学名誉教授 神戸学院大学教授）
参加費　2，000円（資料代）
問い合わせ先　兵庫県支部 第28回全国研究集会実行委員会

〒652-0803 神戸市兵庫区大開通6丁目3－23－301 
☎078－381－9473　FAX078－330－8430

ＵＲＬ　http://www.alzheimer.or.jp/?page_id=159
※申し込みは7月より開始します。ホームページまたは上記までお問い合わせ下さい。

日　時　平成24年9月23日（日）13：30～15：30
場　所　兵庫県農業会館
講　師　沖田 裕子氏
演　題　「認知症と生きる本人と家族の
　　　　幸せのために」
参加費　無料

13：00

13：30
～14：45

15：00
～16：30

16：35

開会

基調講演「次世代の福祉社会の
あり方とは～“無縁社会”を超えて～」
宮本 太郎氏
（北海道大学大学院法学研究科教授）

鼎談「コミュニティをどう再生するか
～新たなつながりづくりに向けて～」
橘木 俊詔氏（同志社大学経済学部教授）
辻 哲夫氏
（東京大学高齢社会総合研究機構教授）
大熊 由紀子氏
（国際医療福祉大学大学院教授）

閉会

■お問い合わせ先
　兵庫県社会福祉協議会総務企画部
　☎078－242－4633

内　容時　間
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す
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ユ
ニ
バ
ー
サ
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デ
ザ
イ
ン
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ォ
ン
ト
を
採
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ま
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。

7月は
社会を明るくする
運動強化月間だよ

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
佐用町

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

行事予定

助成金情報

7月

8月

第１４回 人間サイズのまちづくり賞
兵庫県では平成11年度から、成熟社会にふさ
わしいまちづくりに貢献している、優れた建築
物や顕著な功績のあった活動団体等を顕彰し
ています。自薦・他薦を問いません。
対象　まちなみ建築部門（建築物、まちなみ）
・景観への配慮、環境との適合、県産木材の
利用、古民家の再生などに優れた建築物
・広告物の統一、無電柱化、地区計画・建築
協定によるデザイン誘導等により形成され
たまちなみや修景されたまちなみ
花と緑のまちづくり部門（まちづくり活動）
・ひょうご花緑創造プランの理念である県
民の参画と協働でつくる花と緑あふれる多
様な県土づくりなどの優れた取り組みを行
っている団体または個人
ユニバーサルデザインのまちづくり部門
（建築物、施設、まちづくり活動）
・誰もが、安心して住まい、自宅から街なかまで
安心・快適に移動し利用できるよう、配慮・工
夫がなされた建築物または施設およびユニバ
ーサルデザインのまちづくりの実現に向け、優
れた取り組みを行っている団体または個人
防災まちづくり部門
（建築物、施設、まちづくり活動）
・災害に対し、耐震性・防火性などの向上に
配慮・工夫がなされた建築物または施設お
よび防災まちづくりの実現に向け、優れた取
り組みを行っている団体または個人
まちづくり活動部門（まちづくり活動）
・景観形成の推進、田園まちづくり、中心市街
地の活性化、既成市街地および団地の再生、
都市と農村の交流、環境への配慮などの優
れた取り組みを行っている団体または個人

締切り　平成24年7月13日（金）消印有効
●申●問兵庫県県土整備部まちづくり局都市政
策課都市政策係　TEL078-341-7711

市民フォーラム
住み慣れた地域でずっと暮らすために
日時　平成24年7月14日（土）
10：00（開場9：30）～16：30

会場　イーグレひめじ あいめっせホール
参加費　500円
内容　陶芸家 岡上多寿子さんによる基調講
演「いっぱいごめんいっぱいありがと」、質問
タイムなど
●申●問西播磨地域での支援や介護を考える会
事務局（ＮＰＯ法人はなのいえ）
TEL079-268-0087

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
損保ジャパン記念財団　
平成24年度社会福祉助成・
自動車購入費助成
障害の有無にかかわらずすべての人が地域の
中で、ともに支えあいながら暮らすことのでき
る社会づくりの一助となるよう自動車購入資
金を助成します。
対象　西日本地区に所在する特定非営利活動
法人、社会福祉法人で法人格を取得してい
る団体、または取得を目指している団体で、
主として障害者の在宅福祉活動を行う団体

助成額　1件100万円まで（総額1,200万円）
締切り　平成24年7月31日（火）必着
●問公益財団法人損保ジャパン記念財団事務局
TEL03-3349-9570

URL　http://www.sj-foundation.org

一般財団法人 松翁会
平成24年度 社会福祉助成金
社会福祉に関する民間の事業を対象に助成
します。
対象　原則として法人、団体で以下の基準を
満たすこと①社会福祉の向上を目的とした
企画である②明確な企画（目的、内容、資金
使途等）に基づく事業で具体的な計画を持
つこと③推進体制が確立しており、自己資
金の調達の努力をしていること

助成金額　1件上限60万円（総額700万円）
締切り　平成24年7月31日（火）消印有効
●申●問一般財団法人松翁会　事務局社会福祉事
業部助成係　TEL03-3201-3225

URL　http://shouohkai.or.jp/

社会福祉法人 清水基金
「一般助成事業」
対象　障害児・者の福祉の増進を目的として
運営されている社会福祉法人を対象に、利
用者のために必要な建物・車両・機器などの
整備費用

助成金額　1件50万円以上700万円以内（合
計60～70件程度）※申し込み法人が事業
費の30％以上を負担）

締切り　平成24年7月31日（火）必着
●申●問社会福祉法人清水基金
　TEL03-3273-3503
URL　http://www1a.biglobe.ne.jp/s-kikin/

3日

5日

6日～

8日

10～11日

18日

19～20日

20日

23～24日

24日

1日

2日～

10日

22日～

23日

28日

募　集募　集 第5回 重症児者・病弱児の
明日を考える研究集会
家庭・保育・教育・福祉・医療のさらなる連携
を進めるための研究集会を開催します。
日時　平成24年7月14日（土）
10：00（受付9：30）～16：00

会場　神戸市勤労会館
参加費　一般1,000円、学生500円
内容　三木裕和さんによる講演「重症児のココ
ロ～教育、福祉、医療、家庭を結ぶもの～」など
●申●問重症児者・病弱児の明日を考える研究集
会実行委員会　FAX078-981-2893

URL　http://blogs.yahoo.co.jp/asukenkobe

福祉事業推進部会◆県福祉センター
地域福祉推進部会◆県福祉センター
会計実務担当者研修（老人コース）
◆県中央労働センター
介護支援専門員更新研修Ｂ・再研
修◆県のじぎく会館ほか
第1回福祉の就職総合フェア in 
Hyogo◆神戸国際展示場3号館
医療扶助・介護扶助事務担当者研
修◆社会福祉研修所
会計実務担当者研修（障害コース）
◆県私学会館
相談面接技術研修（初級）Ａコース
◆社会福祉研修所
経営協第222回理事会、7月度例会
◆県福祉センター
相談面接技術研修（中級）Ａコース
◆関西学院大学
県知的障害者施設協会創立50周
年記念式典◆神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル
会計実務担当者研修（保育・措置コ
ース）◆県私学会館
介護支援専門員実務従事者基礎
研修◆県中央労働センターほか
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペ
ーン推進協議会設立総会◆神戸市内
チームマネジメントリーダー研修（Ａ
コース）（全4回）◆社会福祉研修所
第51回社会福祉夏季大学◆神戸
国際会議場
社会福祉法人経営計画策定ゼミ
ナール第1回（全4回）◆県福祉セ
ンター

介護付き有料老人ホーム

お問い合わせ：078-801-7771
担当：下倉

事務所を移転しました（平成24年6月1日～）
兵庫県児童養護連絡協議会・兵庫県乳児院連盟
神戸市中央区坂口通2-1-1県福祉センター内
TEL078-855-5915  FAX078-855-5916

研修・イベント

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ全県キャンペーン……P6

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンが始動！
～発起人会が開催される～

みんなでつくるひょうごの福祉……P7

“絆つながる”地域づくりを目指して
～団地の一室を活用した相談窓口の取り組み～
まちとつながる・住民とつながる！ 企業・ＮＰＯの地域づくりリポート…Ｐ8

給湯器リサイクル事業を通じた社会との共生
～“人に笑顔”障害者自立支援プロジェクト～
地域を駆ける！ワーカー物語……P8

地域で暮らす子どもと家族を支えるかけはしになりたい
社会福祉法人神戸婦人同情会
「こども家庭支援センターキャンディ」 石田 佳菜子さん
　　県社協ニュース……P10

　　　　みんなの広場……P11

特集……P2

絆つなげる 明日へつながる①

集合住宅での
見守り・支え合いの今

プラン【1】は家賃毎月払。他プラン
【2】【3】家賃一部前払いもあり。【月額
利 用 料 内 訳】●家 賃 :15,000 円 ～
185,000 円 ( 料金プランと居室により
異なる )●食費 30 日１人分 :63,000 円
●管理費 :80,000 ～ 85,000 円 管理費
の使途 : 共用施設の水光熱費、居室の水
道代、事務費、生活サービス等に係る
人件費※月額利用料金については別途
介護保険自己負担分･医療費･おむつ代・
個別対応費用等が必要

【施設概要】チャームスイート神戸摩耶●類型：介護付有料老人ホーム ( 一般型特定施設入居者生活介護 )●事業主体：㈱チャーム･ケア･コーポレーション●所在地：神戸
市箕岡通 4-5-2●権利形態：土地 / 賃借 ( 契約期間：50 年 )、建物 / 所有者 : ㈱チャーム･ケア･コーポレーション●敷地面積：1555.43 ㎡●建物延床面積：2522.82 ㎡
●構造･規模：鉄筋コンクリート造地下 2 階、地上 3 階建て●確認済証 : 第 ERI1104309 号 ( 平成 23 年 11 月 16 日 ) 居室数：45 室（全室個室）●居室面積 : 介護居室
18.27 ～ 21.53 ㎡、一般居室 20.29 ～ 25.34 ㎡●居住の権利形態：利用権方式●利用料の支払い方式：選択方式●一般型特定施設である有料老人ホームの介護にかか
わる職員体制 :2.5:1 以上●夜間最少時 (20 時～ 22時 ) 職員体制：介護職員 2名（満室時）●入居時の要件：要支援･要介護･自立●広告有効期限：平成 24年 8月末日

※権利形態 /土地 : 賃借、建物 : 自社　※イメージパース※権利形態 /土地 : 賃借、建物 : 自社　※イメージパース

神戸市指定介護保険特定施設（申請予定）

摩耶山の緑を背景に、神戸を一望、閑静な住宅地にあるホームです。

平成24年9月1日
オープン予定！
平成24年9月1日
オープン予定！

●兵庫県福祉センター(最寄:王子公園駅) 
　11日㊌ ・14日㊏ ・21日㊏・28日㊏
●神戸市勤労会館(最寄:三宮駅) 
　３日㊋ ・８日㊐・29日㊐
●六甲道勤労市民センター(最寄:六甲道駅) 
　16日㊊㊗ ・22日㊐

7月 入居相談会 (10時～16時)一般居室（自立～要介護5）料金プラン
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